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主よ、
わたしは
あなたの御業に
畏れを抱きます

　奥羽教区では、3月９、10 日「東日本大震災 2年を覚えての礼拝」を共に奉
げる時が与えられました。地震と津波は、奥羽の太平洋側海岸沿いの町々の状
況を一変させました。あの状況を見た時、なぜか預言者ハバククの嘆きの言が、
頭の中をぐるぐると回っていました。ただ堂々巡りを繰り返したのです。それ
は陸前高田、大船渡、釜石まで、そして宮古、田老、八戸までの土砂崩れで寸
断された海岸線の国道 45 号を走り続ける時に、《主よ、わたしが助けを求めて
叫んでいるのに／いつまで、あなたは聞いてくださらないのか。わたしが、あ
なたに「不法」と訴えているのに／あなたは助けてくださらない。》（ハバクク
書 1章 2 節）を呟いていました。主は、この呟く者にも新しいことを見せてく
ださいました。

　この 2年間の救援 ･支援 ･復興への日々は、この悲惨な状
況の中で与えられた恵みの数々を数える時となりました。教
区として、日本基督教団として、その責任の一端を担う者と
して、委員会を開催し、出席するような時も、最初のうち、
とてもイライラしていました。何しろハバククの嘆きが自分
の偽らざる気持ちでしたから。しかし、徐々にハバクク 3章
2節「主よ、あなたの名声をわたしは聞きました。」という言
を実感させられ続けることになりました。教団・各教区がそ
の責任で支援を続けてくださっていること、実にその働き人
を主イエスが起こしてくださり用いてくださっていることを
知らされたのです。それは主の弟子たちの問いにお答えにな

られた主イエスの言として与えられました。イエスはお答えになった。「本人が
罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない。神の業がこの人に現れ
るためである。」（ヨハネ福音書 9章 3節）と。説明も解説も理由付けも出来ない、
その現状の中で、主は人々を立ち上がらせて日本の各地から奥羽の被災教会ま
で通わせられたのです。また出かけることの出来ない方は、出かけることの出
来る方に祈りを託してくださったのです。どんなに一人ひとりでは小さくて何
も出来ないと言い出しそうな時にも、ひとり二人と集めてその時に出来る最善
の業を委ねられたのです。まさに、主イエスが弟子に話された「神の業がこの
人に現れるためである。」という言そのままです。
　預言者ハバククが「主よ、あなたの名声をわたしは聞きました。主よ、わた
しはあなたの御業に畏れを抱きます。」と語る者とされたように、私どもにもこ
の 2年の時を与えてくださったのです。それは終わりではなく、今からが始ま
りなのです。その始まりの一つが、完成を目前にしている千厩教会の会堂建築
です。また、宮古教会の教会員たちのひかり幼稚園と共に認定こども園を目指
す中での移転という決意であり、新生釜石教会の修築への決議なのです。「神の
業がこの人に現れるためである。」という主イエス・キリストの言を与えられ、
信じて、「主よ、わたしはあなたの御業に畏れを抱きます。」と告白するのみです。

日本基督教団
奥羽教区総会議長
邑原宗男
（江刺教会牧師）
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東日本大震災救援募金会計

教区 件数 金額合計
北海 103 4,203,037
奥羽 110 4,062,288
東北 58 2,446,183
関東 649 41,957,758
東京 1,236 159,010,947
　東京教区 10 2,282,956
　東京・東 210 23,181,834
　東京・西南 343 66,313,117
　東京・南 120 22,376,782
　東京・北 219 19,435,017
　東京・千葉 334 25,421,241
西東京 525 55,103,117
神奈川 426 41,475,537
東海 399 33,262,008
中部 464 55,551,237
京都 78 8,878,406
大阪 375 29,933,451
兵庫 91 9,701,862
東中国 81 4,648,074
西中国 155 6,842,549
四国 300 15,846,882
九州 291 15,964,964
沖縄 75 2,125,090
個人・他 875 40,363,116
総計 6,291 531,376,506

国内　531,376,506 円　　海外　243,364,809 円　  2013 年 3 月 31 日現在

総額　774,741,315 円

東日本大震災緊急救援募金・東日本大
震災救援募金教区別集計表　（単位：円）

【2011 年 3 月 15 日〜 2013 年月 3 月 31 日】

東日本大震災救援対策委員会会計、
東日本大震災救援対策本部会計中間収支計算書　　　　　　（単位：円）

合計 12 年度合計 総合計
2011 年 3 月 12
日～ 3 月 31 日

2012 年 4 月 1
日〜 3 月 31 日

2011 年 3 月 12 日～
13 年 3 月 31 日

【収入の部】
繰    入    金 50,000,000 0 50,000,000 
海外募金収入 210,440,705 32,924,104 243,364,809 
国内募金収入 336,817,359 194,559,147 531,376,506 
　緊急救援募金繰入 94,418,359 0 94,418,359 
　東日本大震災救援募金 242,399,000 189,422,364 431,821,364 
　国内指定献金 5,136,783 5,136,783 
雑収入 0 185,912 185,912 
長期借入金収入 0 140,000,000 140,000,000 
長期貸付金回収収入 13,575,500 13,575,500 
当年度収入合計 (A) 597,258,064 381,244,663 978,502,727 
前期繰 越 収支差額 380,866,480 
収 入 合 計 (B) 762,111,143 

【支出の部】
救    援    金 *1 103,607,240 59,141,411 162,748,651 
会堂牧師館再建補助金 *2 0 112,972,300 112,972,300 
見    舞    金 1,940,000 3,000 1,943,000 
委  員  会  費 3,093,199 2,255,075 5,348,274 
渉    外    費 917,653 497,907 1,415,560 
人    件    費 16,120,193 25,490,966 41,611,159 
事    務    費 20,387,645 20,202,935 40,590,580 
活    動    費 3,123,444 4,586,590 7,710,034 
車    両    費 3,960,228 3,605,764 7,565,992 
建    物    費 13,241,982 0 13,241,982 
長期貸出金支出 0 131,600,000 131,600,000 
救援対策基金戻入金 50,000,000 0 50,000,000 
当年度支出合計 (C) 216,391,584 360,355,948 576,747,532 
当年度収支差額 (A)-(C) 380,866,480 20,888,715 401,755,195 
次期繰越収支差額 (B)-(C) 401,755,195 

＊ 1　救援金 2 月〜 3 月支出分
日　　付 摘要 金額

2013.3.14 M 教師より  健康診断 ( 人間ドック ) 受診費及び交通費補助　6/26 送金のうち一部返金 ▲ 2,380
2013.3.29 CGMB より  3 教区短期保養プログラムのための献金（3/7 入金）　東北教区へ送金 2,415,000

■もうすぐ完成する千厩教会
　新礼拝堂

＊ 2　会堂牧師館再建支援金送金先（2 月〜 3 月支出分）
2013.2.6 会堂・牧師館再建復興工事支援金　2 回目　東北教区川俣教会（2012 年 1/31 本部会議にて決定） 900,000 
2013.2.8 会堂・牧師館再建復興工事支援金　東北教区角田教会（2013 年 1/31 本部会議にて決定） 1,700,000 
2013.2.14 会堂・牧師館再建復興工事支援金　関東教区足利東教会（2013 年 1/31 本部会議にて決定） 287,000
＊ 3　長期貸出金支出（会堂及び牧師館建築資金貸付金含む、2 〜 3 月支払内訳）
2013.2.6 会堂及び牧師館建築資金貸付金　東北教区鹿島栄光教会 21,000,000 
2013.2.8 会堂及び牧師館建築資金貸付金　東北教区角田教会 1,700,000 
2013.3.15 東日本大震災　会堂牧師館建築資金　貸付金（追加分）　東北教区川俣教会　＊ 11/22・1 回目・1000 万円支出 900,000

伝票日付 摘　　　要 救援金
2012 年 11 月 22 日 エアコン設置費用支援金　返金　清風幼稚園より　＊後日、公的機関よりの補助があったため ▲ 798,000
2012 年 11 月 22 日 被災車両新規購入支援金　奥羽教区・釜石保育園職員 7 名分（購入金額合計 8,363,788 円の 30％）

＊西南ﾄﾞｲﾂ宣教師会 EMS よりの指定献金 2,509,137

2012 年 12 月 12 日 第 5 回こひつじキャンプ（2012 年 10 月 6 日～ 8 日妙高高原ロッジﾞ）メンバー 30 名　リーダー・
スタッフ 5 名 実施費用 881,415 円 管理費等 310,000 円 支払先：東京 YMCA 1,191,415

2012 年 12 月 21 日 〈奥羽教区送金〉被災 3 教区幼児施設　教職員被災者への見舞金（釜石保育園＠ 3 万 ×5 名＝ 15 万）
＊ 12 月 17 日 第 20 回救援対策室会議にて承認 150,000

2012 年 12 月 21 日 〈東北教区送金〉被災 3 教区幼児施設　教職員被災者への見舞金 1,770,000
2012 年 12 月 21 日 〈関東教区送金〉被災 3 教区幼児施設　教職員被災者への見舞金 340,000
2012 年 12 月 21 日 放射線量測定器購入　支援金　東北教区　原町教会（2012 年 11 月 19 日 本部会議にて決定） 2,000,000
2013 年 1 月 15 日 第 6 回こひつじキャンプ（2012 年 11 月 23 日～ 25 日妙高高原ロッジ）メンバー 35 名 リーダー・

スタッフ 6 名 バス運転手 1 名 実施費用 1,043,148 円 管理費等 220,000 円　支払先：東京 YMCA 1,263,158

合計 56,728,791

◇人道的支援（３ページから続き）



　「東日本大震災」による関東教区の被災に対し
て、熱い祈りと尊い献金をお寄せくださりありが
とうございます。国内外の主にある皆さまのお支
えに励まされて、被災教会は再建の道を歩んでい
ます。
　関東教区においては、特に会堂・牧師館・幼児
施設の被災が多い状況です。何らかの被害があっ
た教会伝道所は 36 に上ります。その 3 分の 2 に
あたる 24 教会伝道所は、教団への支援は要請せ
ず自己資金で修復にあたられました。また、教団
の支援を受けて、2012 年度までに再建工事を完
了した教会は、益子教会、水戸自由ヶ丘教会、桐
生東部教会、甘楽教会、原市教会、足利東教会で
した。
　そして、この 2013 年度には、いよいよ会堂・
牧師館建築工事が始められます。
　茨城地区水戸中央教会の会堂と牧師館建築工事
が 9,500 万円強で、群馬地区伊勢崎教会の会堂建
築工事が 7,200 万円強で、茨城地区下館教会の会
堂と牧師館の建築工事が 4,000 万円で、栃木地区
宇都宮教会の会堂建築工事が 1 億 1,500 万円で、
栃木地区宇都宮上町教会の会堂建築工事が 9,000
万円で行われる予定です。
　これらの工事に着手するにあたって、被災教会
には大きな不安があります。それは、「資金計画」
です。5 教会分の工事費は合計 4 億 1,200 万円で、
支援希望額は 1 億 9,000 万円です。差し引きの差
額を、1 億 600 万円の手持ち資金と 1 億 1,600 万
円を教団より借り入れる計画となっています。こ
れを割合で表すと、総工費の 55％は被災教会の
負担です。手持ち資金を出し、或いは借入れを行っ

て、半額以上を被災教会が努力をします。これは、
文字通り「できる限りの取り組み」なのです。
　この支援計画を立てるまでには、幾度となく検
討が重ねられました。それは、教団対策本部が定
められた方式「支援希望額の 1/2 を支援し、残り
1/2 は貸し出す」があるからです。これによると、
被災教会が持てる限りの資金を提供し、或いは借
入れを加えたのちに支援申請をしても、その半額
はさらに借り入れとなってしまいます。これが被
災教会を大きく悩ませることとなっています。
　例えば、益子教会は、支援希望額の半額の支援
となりました。具体的には 462 万円の工事費に対
して 182 万円の支援を希望し、残りは会堂共済か
らのお見舞金や献金をすべて出しました。雨漏り
による腐食もあって工事を急ぐ必要があり、不足
分を教区が立替えた後教団に支援を申請しまし
た。しかし、実際の支援は半分の 91 万円でした
ので、残りの 91 万円は教区が立替えていますが、
教会としては返済することは大変に困難です。
　これから行われる 5 教会の工事は、規模も予算
も大きなものです。教区としても、どのような申
請をお願いしたらいいのかと悩みました。その結
果、やはり率直にありのままを申請させていただ
くことが大切と考えました。それは、「自分たち
できる精一杯をするので、及ばないところを支援
してください」との被災教会の声を皆さまにお伝
えし、ご理解いただきたいからです。主にある皆
さまの更なる祈りと支援によって、支援希望額が
すべて備えられることを願うばかりです。

飯塚卓也（関東教区副議長／竜ヶ崎教会）

会堂・牧師館再建工事がいよいよ本格化します！
－支援希望額の 100％対応の実現を願います－

■水戸中央教会・半壊認定を受けた部分の取り壊し作業

■半壊した牧師館・園舎等を取り壊した水戸中央教会

◇会堂・牧師館再建　支援金　2012 年 4月1日～2013 年 2月28日まで 単位：円
伝票日付 摘　　要 支援金額

2012 年 6 月 27 日 関東教区　桐生東部教会（2012 年 5 月 31 日 本部会議にて決定） 7,587,550
2012 年 8 月 9 日 関東教区　水戸自由ヶ丘教会（2012 年 5 月 31 日 本部会議にて決定） 937,750
2012 年 8 月 9 日 関東教区　益子教会　（2012 年 5 月 31 日 本部会議にて決定） 910,000
2012 年 8 月 13 日 東北教区　仙台ホサナ教会　（2012 年 5 月 31 日 本部会議にて決定） 7,000,000
2012 年 8 月 24 日 東北教区　川俣教会（2012 年 8 月 6 日   本部会議にて決定） 15,000,000
2012 年 10 月 12 日 奥羽教区　千厩教会分（2012 年 9 月 28 日 本部会議にて決定） 25,000,000
2012 年 10 月 12 日 東京教区　安食教会分（2012 年 9 月 28 日 本部会議にて決定） 19,950,000
2012 年 10 月 31 日 東北教区　鹿島栄光教会分（2012 年 10 月 15 日 本部会議にて決定） 21,000,000
2012 年 11 月 9 日 東北教区　名取教会（2012 年 10 月 15 日 本部会議にて決定） 4,000,000
2012 年 12 月 26 日 東北教区　安積教会（2012 年 10 月 15 日 本部会議にて決定） 2,000,000
2013 年 1 月 7 日 東北教区　勿来教会（2012 年 10 月 15 日 本部会議にて決定） 700,000
2013 年 1 月 8 日 関東教区　甘楽教会（2012 年 11 月 19 日 本部会議にて決定） 3,000,000
2013 年 1 月 8 日 関東教区　原市教会（2012 年 11 月 19 日 本部会議にて決定） 3,000,000
2013 年 2 月 6 日 東北教区　川俣教会（2 回目）（201 ３年 1 月 31 日 本部会議にて決定） 900,000
2013 年 2 月 8 日 東北教区　角田教会（2013 年 1 月 31 日 本部会議にて決定） 1,700,000
2013 年 2 月 14 日 関東教区　足利東教会（2013 年 1 月 31 日 本部会議にて決定） 287,000
　 合計 112,972,300

伝票日付 摘　　要 貸付額
2012 年 10 月 22 日 東北教区　仙台ホサナ教会 7,000,000
2012 年 11 月 22 日 東北教区　川俣教会 10,000,000
2012 年 12 月 12 日 奥羽教区　千厩教会 25,000,000
2012 年 12 月 18 日 東北教区　名取教会 4,000,000
2012 年 12 月 26 日 東北教区　安積教会 2,000,000
2013 年 2 月 6 日 東北教区　鹿島栄光教会 21,000,000
2013 年 2 月 8 日 東北教区　角田教会 1,700,000
　 合計 70,700,000

◇会堂・牧師館再建　貸付金　2012 年 4月1日～2013 年 2月28日まで

◇会堂・牧師館再建　返済金　2012 年 4月1日～2013 年 2月28日まで
伝票日付 摘　　要 返済額

2012 年 12 月 10 日 仙台ホサナ教会　＊ 2012 年 10 月 22 日 貸出 700 万円 175,500

単位：円

単位：円

◇人道的支援金　2012 年 4月1日～2013 年 2月28日まで　（▲は返金額） 単位：円
伝票日付 摘　　　要 救援金

4 月 9 日～ 11 月 29 日 健康診断（人間ドッグ）受診料および交通費補助　50 名分 3,037,700
2012 年 4 月 13 日 東北教区教会関係諸施設職員車両購入・修理費補助（西南ドイツ宣教師会 EMS よりの指定献金）

＊栄光幼稚園（石巻栄光教会）3 名 1,395,100 円、白水のぞみ保育園（常磐教会）2 名 920,000 円＊
振込先：東北教区

2,315,100

2012 年 4 月 20 日 第2回こひつじキャンプ（2012年3月9日～11日妙高高原ロッジ）メンバー19名　リーダー・スタッ
フ 5 名　実地費用 711,886 円 下見費用 19,520 円 管理費等 340,000 円　支払先：東京 YMCA

1,071,406

2012 年 4 月 23 日 釜石各自治会主催お花見協賛の企画 協賛金　@50,000×3 仮設 / 第 10 回室長会議決議事項 ) 150,000
4 月 26 日～ 11 月 26 日 健康診断（人間ドッグ）受診費および交通費補助　一部返金等 9 名 ▲ 51,840
2012 年 6 月 15 日 第 3 回こひつじキャンプ（2012 年 4 月 28 日～ 30 日山中湖）メンバー 31 名 リーダースタッフ 6

名 バス運転手 1 名　実施費用 978,869 円 管理費等 310,000 円　支払先：東京 YMCA
1,288,869

2012 年 6 月 20 日 第 1 回 3 教区合同短期保養プログラム [ 北海・奥羽・東北 ]（2012 年 3 月 27 日～ 4 月 2 日）残金
戻し　北海教区東日本大震災支援委員会より入金　＊ 2012 年 3 月 26 日支援金として 160 万円を
送金　＊プログラム支出総額 1,836,563 円（3 教区負担 60 万、教団負担 1,181,053 円、キャンセル
料ほか 55,510 円）

▲ 418,947

2012 年 7 月 4 日 2012 年 2 月 7 日　PCK より受け付けた献金を奥羽教区へ送金（奥羽教区への指定献金のため） 16,000,000
2012 年 7 月 9 日 食品放射能測定機購入補助金（費用 4,305,000 円のうち 200 万を補助）　奥羽教区　認定こども園

ひかりの子、日詰幼稚園、ひづめ保育園　＊奥羽教区に送金
2,000,000

2012 年 7 月 17 日 関東教区児童施設保育料減免額補助金　　　　＊関東教区に送金 1,145,750
2012 年 7 月 17 日 奥羽教区児童施設保育料減免額補助金　　　　＊奥羽教区に送金 306,575
2012 年 7 月 20 日 第 2 回 3 教区合同短期保養プログラム [ 北海・奥羽・東北 ]（2012 年 8 月 1 日～ 5 日）

＊大人 12 名、小学生 10 名　沖縄（伊江島、反戦平和資料館、美ら海水族館、佐喜眞美術館、首
里城ほか）、宿泊（セミナーハウス、土の宿）2,192,470 円　＊ 8 月 9 日追加送金 20 万円

2,392,470

2012 年 9 月 21 日 2011 年 5 月～ 2012 年 3 月ボランティア宿泊支援金　東北教区　仙台青葉荘教会 357 名 その他 2,380,000
2012 年 9 月 24 日 三春幼稚園エアコン設置費用支援金　返金分　東北教区　三春教会より　＊公的機関より補助金

が支払われた為
▲ 492,095

2012 年 9 月 25 日 2011 年 5 月～ 2012 年 3 月　ボランティア宿泊支援金　東北教区　仙台川平教会 10 名 100,000
2012 年 9 月 30 日 アジア学院再建のために（既に会堂・牧師館再建会計より立替払い済みで、同立替金の清算） 20,000,000
2012 年 10 月 2 日 エアコン設置補助金　返金　学校法人栄光学園　＊後日、公的補助があった為 ▲ 4,556,925
2012 年 10 月 12 日 第 4 回こひつじキャンプ【2012 年 7 月 29 日（前泊 7 月 28 日）～ 8 月 4 日 YMCA 阿南国海洋センター

（徳島県阿南市）】実施費用 1,205,018 円 管理費等 430,000 円 支払先：東京 YMCA
1,635,018

※ 4ページ下段に続く


